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Es ist noch nicht aufgeklart, was fur Einfluisse die Veranderung des Ca-Gehaltes in 

der Nahrflussigkeit auf die Wirkung des Ephedrins und Mydriatins ausubt, obwohl 

dieser die Adrenalinwirkung betrachtlich beeinflusst. Daher schien es dem Verfasser 

von Interrese zu sein, diese Flage zu beantworten, zumal da vom Verf. nachgewiesen ist, 

dass Ephedrin, Mydriatin und Adrenalin auf die Vasokonstriktoren und Vasodilatatoren 

je verschieden stark wirksam sind. Die Versuche wurden am Ohrgefass des Kaninchens 
mittels Pissemskischer Methode durchgefuhrt. Die Resultate werden wie folgt zusam-

mengestellt.

1. Die Ca-freie Ringer-Lockesche Losung bedingt eine Dilatation der Gefasse. 

Nahrlosungen, deren Ca-Gehalt bis auf 1/2 oder 1/4 herabgesetzt oder bis zum 2 fachen

 des normalen Gehaltes gesteigert ist, rufen keine nennenswerte Veranderung der 

Gefassweite hervor. Bei Steigerung desselben bis zum 3-6 fachen des normalen 

Gehaltes wird am Anfang eine Dilatation, spater eine Kontraktion beobachtet. 

2. Wenn der Ca-Gehalt in der Nahrlosung auf 1/2 oder 1/4 herabgesetzt wird, so 

verstarken sich die vasokonstriktorische Wirkungen des Ephedrins und Mydriatins, wie 

das bei Adrenalin der Fall ist. Die Schwellenkonzentration verkleinert sich ein wenig, 

die Gefasskontraktion stellt sich starker ein und dauert langer als in der normalen
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Nahrlosung. Aber bei hoheren Konzentrationen verhalten sich die Wirkungen des 

Ephedrins und Mydriatins anders als die des Adrenalins. Namlich, es wird die Wirkung 

hoherer Konzentrationen (0.00002-0.0001%) des Adrenalins durch die Verminderung des 

Ca-Gehaltes kaum beeinflusst, aber bei hoheren Konzentrationen (0.02-0.05%) des 

Ephedrins wird nicht nur die gefassverengernde Wirkung abgeschwacht, soudern im 

Anfang wird eine Dilatation beobachtet, wahrend eine solche Dilatation in der normalen 

Nahrlosung nur in sehr hohen Konzentrationen (0.1-0.3•“) zu sehen ist. Die Wirkung 

des Mydriatins wird zwar in mittleren Konzentrationen kaum verandert, aber in sehr 

hoher Konzentration ‚—ird die verengernde Wirkung abgeschwacht, und sogar oft in

 eine erweiternde umgewandelt.

3. Wenn der Ca-Gehalt in der Nahrlosung auf das 2-3 fache gesteigert wird, so 

wird die verengernde Wirkung der kleineren Konzentrationen der Stoffe geschwacht

und die Schwellenwerte werden vergrossert. Die Wirkung der hohen Kouzentrationen

 wird beim Ephedrin nicht nur abgeschwacht, sondern auch oft in die erweiternde 

umgewandelt, wahrend die des Mydriatins und Adrenalins nur an Starke reduziert 

werden. Bei Steigerung des Ca-Gehaltes auf das 6 fache des normalen Wertes werden 

die Wirkungen der 3 Stoffe noch mehr abgeschwacht.

4. In der Lockeschen Losung, worin Ca fehlt, werden die gefassverengernden 

Wirkungen aller 3 Stoffe sehr abgeschwacht, die Schwellenkonzentration etwa um das 3 

fache vergrossert. In mittleren Konzentrationen werden auch die Wirkungen der Stoffe 

abgeschwacht, und beim Ephedrin tritt eine anfangliche Gefasserweiterung ein. In 

hohen Konzentrationen zeigt Ephedrin stets, und Mydriatin ab and zu, eine anfangliche 

Gefasserweiterung, wahrend die Adrenalinwirkung nur abgeschwacht wird.

Aus diesen Resultaten ergibt sich, dass die Veranderung des Ca-Gehaltes in der 

Nahrlosuug die Wirkung des Ephedrins und Mydriatins im Grossen und Ganzen wie die 

des Adrenalins beeinflusst. Es ist also die Annahme der fruheren Autoren bestatigt, 

dass eine Abnahme des Ca-Gehaltes die Empfindlichkeit der Sympathicusfasern steigert

 und eine Zunahme und ein ganzes Fehlen desselben in Gegenteil diese herabsetzt.

 Aber dieses Gesetz gilt bei Ephedrin und Mydriatin nur in Fallen von unterhalb 

mittleren Konzentrationen. Bei hohen Konzentrationen wird bei diesen Stoffen, 

besonders deutlich beim Ephedrin, ein Auftreten der gefasserweiternden Wirkung 

konstatiert. Dieser Erscheinung scheint bei der Abnahme des Ca-Gehaltes eine Steige

rung der Empfindlichkeit der Vasodilatatoren, und bei der Zunahme und beim Fehlen 

des Ca-Gehaltes eine starkere Verminderung der Einpfindlichkeit der Vasokonstriktoren 

zugrunde zu liegen. Jedenfalls tritt die Gefasserweiterung beim Ephedrin konstanter

 und deutlicher zutage als beim Mydriatin. Das spricht fur die fruhere Behauptung des

 Verfassers in Bezug auf die Charakteristik der Ephedrinwirkung, dass es auf die 

hemmenden Sympathicusfasern relativ starker wirkt, als Mydriatin und Adrenalin.

(Kurze Inhaltsangabe).
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緒 言

「カルチウ ム」ガ細 胞 ノ生活維 持 ニ不可缺 ナル ハ夙 ニRinger1)及 ビLocke2)ノ 唱 道 シタル所

ニ シテ,該 「イオ ン」ノ增減 ガ神 經及 ビ筋 ノ興奮性 ニ影響 スル コ ト少 カラザ ルハ周知 ノ事實 ナ リ.

 Loeb3)ハ 「カル チウム イオ ン」ヲ沈 着 セシム ル藥 物 ハソ レ自體 ハ何等興奮性 ニ關係 ナキ ニ拘 ラ

ズ,臟 器 ノ興奮 性 ヲ上昇 セシム ト,又Schrank4)及 ビFrankl5)ハ 蛙 眼 ニ於 テ 「カルチウム」ノ

増加 ガ交感神 經 ノ興奮性 ヲ低下 セ シムル コ トヲ實驗 シ, Chiari及 ビFrohlich6)ハ 家 兎 ニ蓚酸

「ナ トリウム」ヲ注射 シ,體 内 ノ 「カルチウム」量 ヲ減 ゼシムル トキハ交感神 經 ノ興 奮性 ヲ亢進

セ シムル コ トヲ主唱 シ,此 場合血壓 ノ異常 ニ昇 騰 スルハ生體 内ニ生理 的 ニ含 有 セラルル微量 ノ

「ア ドレナ リン」ガ「カルチ ウム」ノ減量 ニ ヨリテ強大 ナル作用 ヲ發揮 スルニ至 ルガ爲 メナ リトノ

見解 ヲ下 セ リ.爾 來「カル チウム」ノ植 物性神 經 系 ノ興奮性 ニ及ボ ス作用 ニ關 シ研究 ヲ企 ツル モ

ノ續 出 スルニ至 リ, Schmidt8)及 ビHulse9)ハ 血 管 ニ於 テ 「カル チウム」ノ增 量 ハ 「ア ドレナ リ

ン」作用 ヲ減弱 セシム トナ シ, O'Connor10)及 ビTrendelenburg11)ハ 「カ ルチウム」量 ノ減少ハ

「ア ドレナ リン」作用 ヲ增 強 セシム ト謂 ヘ リ.尚 ホSchmidt8)ハ 「カルチウム」ノ缺 如 ハ蛙 血管 ニ

於 テ「ア ドレナ リン」作用 ヲ增 強 セシム ト. Leites7)ハ 血 管 ニ於 テ「カルチウム」ハ 交感神 經末梢

ニ對 シ感作的 ニ作用 スル モノ トナ シ,「 ア ドレナ リン」ニ對 スル臟 器 ノ興奮 性 ハ「カル チウム」缺

乏 ノ場 合 ニハ減退 シ,「 カルチウム」餘剩 ノ場合 ニハ亢進 ス ト主張 セリ.

爾 來榮養液中「カル チウ ム」含量 ノ增 減 ガ「ア ドレナ リン」ノ作用 ニ及 ボ ス影響 ニ關 スル業績 ハ

殆 ド枚舉 ニ遑 アラズ且其實驗成績 モ多岐 ニ亙 リ一致 セズ ト雖,大 別 スレ バ,a)濃 厚 「カルチ

ウム」榮養液 中 ニ於 テハ 「ア ドレナ リン」作用 ハ增 強 ス トナス モノ{永 瀬12)ノ 家 兎小腸 ニ於 テ,

 Leites7)ノ 家 兎耳殼 血管 及 ビ蛙 血管 ニ於 テ認 メタル モノ},b)稀 薄 「カルチウム」榮養液 中ニ於

テハ 「ア ドレナ リン」作用 ハ增強 ス トナ スモ ノ{目 下13)ノ 蛙 後 肢及 ビ家 兎耳殼血管 ニ於 テ,永

瀬12)ノ 蛙 心,家 兎子宮 ニ於 テ,山 口14)及 ビ高橋16)ノ 家 兎子宮 ニ於 テ,富 永15)ノ 家 兎耳殼 血管

ニ於 テ認 メタル如 ク},c)濃 厚「カル チウム」或 ハ 「カル チウム」缺如榮養液 中ニ於 テハ「ア ド

ナ リン」作用 ハ減弱 ス トナスモ ノ{Schrank4)及 ビFrankl5)竝 ニKolm u. Pick17)ハ 蛙 心 ニ於

テ,目 下13)ノ 蛙 後肢及 ビ家 兎耳殼 血管 ニ於 テ,山 口14)及 ビ永 瀬12)ノ 家 兎子宮 ニ於 テ,又 島居18)

ノ家 兎 子宮血管 ニ於 テ認 メタルガ如 ク},d)榮 養 液 中「カルチウム」ノ缺 如 ハ「ア ドレナ リン」作
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用 ヲ增強 セシム トナスモノ{Sclhmidt8)ノ 血 管 ニ於 テ, Loeb3)ノ 血 壓 ニ於 テ,高 橋16)ノ 家 兎幼

若子宮 及 ビ「ラツテ」子宮 ニ於 ケル抑制 作用 ニ就 テ認 メタル如 ク}ノ4種 トナス コ トヲ得ベ シ.

上述 ノ如 ク榮 養液中「カル チウム」量 ノ增 減 ガ「ア ドレナ リン」作用 ニ及ボ ス影 響 ニ關 スル研 究

ハ其數甚 ダ多 ク ル共,其 「エフエ ドリ ン」及 ビ「ミ ドリアチ ン」作用 ニ關 スル實驗 ニ至 リテハ未 ダ

有 之ヲ聞 カズ.曩 ニ余 ハ其構造 ニ於 テ甚 ダ シク類似 セ ル「エフエ ドリン」及 ビ「ミドリアチ ン」ヲ

比較檢索 シ,「 エフエ ドリン」 ト「ミ ドリアチ ン」トハ互ニ其作用法相類似 シ,之 等 ハ「ア ドレナ

リン」ノ作用 トモ甚 ダ シク近似 ス ト雖,精 密 ナル比較研 究 ニ據 レバ,之 等兩者 ハ「ア ドレナ リン」

ト作用 上ニ差 異ヲ示 シ,且 兩 者相 互間 ニ於 テモ亦劃然 タル相 違 ヲ有 スルモ ノナル コ トヲ立證 セ

リ.

此 處 ニ於 テ余 ハ榮養液 中「カル チウム」量 ノ增 減 ニヨ リテ「エ フエ ドリン」及 ビ「ミ ドリアチン」

ノ血管作用 ノ受 クル影響 ニ就 キテ研竅 シ,兩 物 質 ノ間 ニ如何 ナル差異 ア リヤ,又 之 ヲ 「ア ドレ

ナ リン」 ノ場合 ト比較 シ,之 等 ハ全然 一致 スル モノナ リヤ,或 ハ如何 ナル點 ニ於 テ差 異 ヲ示 ス

モ ノナ リヤ,其 間ノ消息 ヲ詳 ナラ シメン ト欲 シ,本 實驗 ニ着 手 セ リ.

實驗材料及ビ實驗方法

榮 養 液 トシテ ハRinger-Locke液(NaHCO3, CaCl2,

 KCla 0.02%. C6H12O6 0.1%. NaCl 0.9%以 下 單 ニ

Locke液 ト記 ス)ヲ 選 ビ,此 正常Locke液 ニ更 ニ

「カル チウ ム」 ヲ附 加 セル モ ノヲ濃 厚 「カ ルチ ウ ム」

液 トイ ヒ,正 常 ヨ リ「カル チ ウム 」量 ヲ減 ジ タ ル モ ノ

ヲ稀薄 「カル チ ウ ム」Locke液,又 「カル チ ウ ム」ヲ全

ク除去 シ タル モ ノ ヲ無 「カ ル チウ ム」Locke液 ト稱 セ

リ.「 エ フエ ドリ ン」及 ビ「ミ ド リア チ ン」ハ 大 日本 製

藥 株 式會 社 製 品 鹽 酸「エ フエ ド リ ン」及 ビ 「ミ ド リア

チ ン」ヲ,「 ア ドレ ナ リン」ハParke-Davis製 鹽 化「ア

ドレナ リ ン」溶 液 ヲ使 用 セ リ.

實 驗 方 法 ハKrawkow-Pissemskiニ 據 ル 家 兎 耳 殼

血 管 灌流 法 ニ 則 リ,先 ヅ正 常Locke液 ニテ 流 出 量 ノ

一 定 シ タル後 ,「 エ フエ ドリ ン」,「 ミ ドリア チ ン」及

ビ「ア ドレナリン」ノ最小有效量及ビ種種ノ濃度 ノ作

用ヲ定メテ之ヲ對照 トナシ,次 デLocke液 中 「カル

チウム」量ヲ增減乃至除去シタルモノニテ灌流ヲ行

ヒ,其 流出量ノ一定 シタル後,該 異常Locke液 中 ニ

於ケル之等ノ最小有效量及ビ上記對照實驗ニ於ケル

ト同濃度ノ作用ヲ檢シ,夫 等 ノ作用度ヲ對照ノ夫レ

ト比較シテ其強弱ヲ判定セ リ.此 際實驗成績 ノ正確

ヲ期センガ爲メ更ニ正常Locke液 中ニ於テ同樣ノ實

驗ヲ反覆シ之ヲモ對照ノ資 トナシ,又 時時上記實驗

ノ順序ヲ變更 シテ初 メ異常「カルチウム」Locke液 中

ニ於テ之等ノ作用ヲ檢シ.次 デ正常Lockｅ 液中ニ於

テ對照實驗ヲ行ヒ,之 ト其作用程度ヲ比較シ,其 強

弱如何ヲ判定セリ.

實 驗

本實驗ヲ施行スルニ先立チLocke液 中 「カルチウ

ム」含量 ノ變化自己ガ血管ニ及ボス影響 ヲ確定セン

トシ豫備試驗ヲ行ヒ次 ノ如キ成績ヲ得 タリ.

無 「カ ル チ ウ ム」Locke液 ハ 血 管 ニ對 シ擴張 的 ニ作

用 シ,流 出 量 ヲ增 加 シ(10-15%),「 カ ル チ ウ ム」量

ヲ正 常 量 ノ1/2-1/4ヲ 減 ジ タル モ ノハ 流 出 量 ニ著 變
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ヲ呈セズ.「 カルチウム」量ヲ正常 ノ2倍 ニ增量 シ

タ ルモノモ亦流出量ニ認 メ得ベキ著變 ヲ示サザ レド

モ, 3-6倍 ニ增量シタルモノハ之ニ反シ,初 メ少シ

ク血管ヲ擴張セシメ,次 デ少 シク之ヲ收縮セシム.

夫 レヨリ更ニ「カルチウム」量ヲ增量スノルニ從ヒテ初

期 ノ擴張的作用ノ傾向ハ減ジ,收 縮作用ハ益益 顯著

ト ナ ル.

Ⅰ.　「エ フエ ドリ ン」 ヲ以 テ セル實 驗

1)　 正常Locke液 中 ニ於 ケル 「エ フエ ドリン」ノ作用

正 常Locke液 中 ニ於 ケル「エ フエ ド リン」ノ作 用 ヲ

觀 ル ニ,其0.0005-0.0008%ニ テ始 メテ 微 弱 ナ ル 收

縮 作 用 ヲ表 ハ シ,灌 流 後10-15分 ノ經 過 ニテ 流 出 量

ハ 原 量 ノ10-15%ヲ 減 ズ.其0.005-0.02%ノ 如 キ

ハ 收 縮 作 用 著 明 ニ シテ,灌 流 後 略 ボ15分 ニテ 流 出 量

ハ1/3-1/4ニ 減少 セ リ.「 エ フエ ドリ ン」0.05-0.1%

ニテ ハ 通 常 急 劇 ナ ル收 縮作 用 ヲ呈 ス ル モ,0.1%ニ ア

リテ ハ灌 流 ノ初 期 ニ當 リテ 時 時擴 張 作用 ヲ表 ハ ス モ

ノア リ.其0.3%ノ 如 キ大 量 ニテ ハ毎 常 擴 張 作 用 ヲ

發 揮 シ,次 デ收 縮 ニ移 行 ス ル ヲ認 メ タ リ.

2)　 稀 薄 「カ ルチウ ム」Locke液 中 ニ於 ケル 「エフエ ドリン」ノ作用

Locke液 中 ノ「カ ル チ ウ ム」量 ヲ正 常 ノ1/2ニ 減 量 シ

タ ル モ ノニ於 テ 「エ フエ ドリ ン」ノ最 小有 效 量 ヲ求 ム

ル ニ,正 常Locke液 ノ場 合 ニ比 シ稍 稍少 ク其0.0005

%ハ 必 發 的 ニ收 縮 作 用 ヲ惹 起 ス ル ヲ認 メ タ リ.然 レ

ド モ該 稀薄 「カル チウ ム」Locke液 中 ニ於 ケ ル 「エ フ

エ ド リン」 ノ最 小 有 效 量 タルヤ 正 常Locke液 中 ニ於

ケ ル モ ノ ニ比 シテ 著 明 ニ低 下 ス ル ガ如 キ程 度 ナ ラザ

リキ.「 エ フ エ ド リ ン」ノ比 較 的 少 量(0.005%ノ 如 キ)

ノ作 用 ヲ正 常Locke液 ニ於 ケル 同 一 分量 ノモ ノ ト比

較 スル ニ,明 カニ 其收 縮 度 ノ強 キ ヲ觀 タ リ.然 ル ニ 稀

薄 「カル チ ウ ム」Locke液 中 ニ於 ケ ル 中等 量(0.02%

ノ如 キ)ノ 作 用 ヲ觀 ル ニ,正 常Locke液 中 ニ於 テ ハ

強 キ血 管 ノ收 縮 ヲ惹 起 ス ル ニ反 シ,此 場 合 ハ 收 縮 作

用 ヲ呈 セザ ル ノ ミナ ラズ灌 流 ノ初 メ ニ當 リテ 擴 張 作

用 ヲ表 ハ シ,後 徐 徐 ニ收 縮 ニ移 行 セ リ(第1圖A及

ビB參 照).而 シテ0.1%ノ 如 キ大 量 ノ「エ フエ ド リ

第1圖　 家 兎 耳 殼 血 管 灌 流

44



榮 養 液 中 「カ ル チ ウ ム」量 ノ增 減 ガ「エ フエ ド リ ン」,「 ミ ド リア チ ン」

及 ビ「ア ドレ ナ リン」ノ血管 作用 ニ及 ボ ス 影 響 ニ就 テ 　3077

ン」ハ 正 常Locke液 中 ニ於 テ初 期 ノ擴 張 ハ 稀 ニ出 現

スル ノ ミナ ル ドモ,本Locke液 中 ニ於 テ ハ 毎 常 之 ヲ

現 シ,又0.3%ノ 如 キ極 メテ大 量 ノ「エ フエ ド リン」

ニテ現ルル灌流初期 ノ擴張ハ對照ニ比シテ顯著ナル

ヲ觀 タ リ．

尚 ホLocke液 中 ノ 「カ ル チウ ム」量 ヲ正 常 量 ノ1/4

ニ減 ジタ ル モ ノ ト,1/2ニ 減 ジ タル モ ノ ト ハ「エ フエ

ド リン」作 用 ニ及 ボ ス影 響 殆 ド差 異 ナ キ ヲ認 メ タ リ．

3)　 濃 厚 「カルチウム」Locke液 中 ニ於 ケル 「エ フエ ドリン」ノ作用

「カ ル チ ウ ム」量 ヲ 正常 ノ2倍 ニ增 量 シ タ ルLocke

液 中 ニ就 テ,正 常Locke液 灌 流 時 ノ「エ フエ ド リン」

ノ最 小 有效 量0.0005-0.0008%ヲ 作 用 セ シム ル ニ其

作 用 ノ發 現 不 定 トナ リ,其0.001%ニ テ始 メテ微 弱

ナ ル 收縮 ヲ呈 ス ル ニ至 ル.「エ フ エ ド リン」ノ0.005%

ノ作用 ヲ正 常Locke液 ニ於 ケ ル モ ノ ト比 較 スル ニ血

管 收 縮 作 用 ハ 弱 キ ヲ常 トセ リ(第2圖A, B及 ビC

參 照).「 エ フ エ ド リ ン」ノ中 等 量(0.02-0.05%ノ 如

キ)ヲ 作 用 セ シム レバ流 出 量 ハ約15分 ノ經 過 ニテ

原 量 ノ1/4ニ 減 少 シ,正 常Locke液 中 ニ於 ケル モ ノ

ト大差 ナ キ ヲ觀 タ リ.

第2圖　 家 兎 耳 殼 血 管 灌 流

次 ニ0.1-0.3%ノ 如 キ 大量 ノ作用 ヲ檢 シ タル ニ對

照 ニ比 シテ 概 ネ著 變 ナ キ モ0.1%ニ テ 稀 ニ 現 ル ル初

期 ノ擴 張 現 象 ハ 此 場 合一 層 屡 屡 發 現 スル ヲ認 メタ

リ.

尚 ホLocke液 中 「カ ル チ ウ ム」量 ヲ正 常 ノ3-6倍

ニ增 量 ス ル トキハ 「エ フエ ドリ ン」少 量 ノ作 用 ハ著 明

ニ減 弱 シ,其 中 等 量(0.02-0.05%ノ 如 キ)ニ ア リテ

モ 收 縮 作 用 ハ 對 照 ニ比 シテ 微 弱 ナル ヲ通 常 トセ リ.

0.1-0.3/ノ 如 キ極 メテ 大 量 ニ ア リテ ハ 初 期 ノ擴 張

作 用 ハ殆 ド變 化 ヲ呈 セ ズ,次 デ 來 ル 血 管 ノ收 縮 ハ

稍 稍減 弱 セ ルヲ觀 タ リ.

4)　 無 「カ ルチウム」Locke液 中 ニ於 ケル 「エフエ ドリン」ノ作用

「カ ル チウ ム 」ヲ除 去 シタルLocke液 中 ニ於 テ 「エ

フエ ド リン」 ノ0.0005-0.0008%ハ 其 作 用 ノ 發 現

不定 ニ シテ,確 實 ニ收 縮 作 用 ヲ示 ス最 小 有 效 量 ハ

0.0015%ナ ル ガ 如 シ.「 エ フエ ドリ ン」ノ有 效 ナ ル比

較 的 少 量(0.005%ノ 如キ)ノ 收 縮 作 用 ハ 對 照 ニ比 シ

テ 著 シ ク弱 キ ヲ觀 タ リ(第3圖A, B及 ビC參 照).
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第3圖　 家 兎 耳 殼 血 管 灌 流

次 ニ「エ フエ ド リン」中 等 量(0.02-0.05%ノ 如 キ)

ノ作 用 ヲ觀 ル ニ,其 收 縮 作用 ハ 著 シ ク減 弱 シ,加 之

概 ネ灌 流 ノ始 メ ニ於 テ擴 張 現 象 ヲ現 シ(第4圖A及

ビB參 照).「 エ フ エ ド リ ン」 ノ大 量(0.1%)ハ 灌 流

ノ當 初 ニ於 テ對 照 ノ稀 ニ血 管 擴張 ヲ示 ス ニ反 シ,此

場合ニアリテハ毎常之ヲ現ス.而 シテ極 メテ大量 ノ

「エフエドリン」(0.3%)ニ テハ其擴張作用ハ對照ニ

比シテ著明 トナリ,之 ニ次グ收縮作用ハ却ツテ徴弱

トナルヲ認メタリ(第4圖C及 ビD參 照).

第4圖　 家 兎 耳 殼 血 管 灌 流

以 上 ノ成 績ニ ヨ レバ「エ フ エ ド リ ン」ハ正 常Locke

液 中 ニ 於 テ ハ 少 量(0.0005-0.0008%)ヨ リ 大 量

(0.1-0.3%)ニ 至 ル マ デ血 管 收 縮 作 用 ヲ現 シ,灌 流

試 驗 ニ於 ケ ル流 出 量 ヲ減少 セ シム.而 シテ0.1%ニ
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テ ハ比 較 的 稀 ニ, 0.3%ニ テ ハ 毎 常 一 過 性 初 期 擴張 ヲ

呈 シ タル 後 收 縮 作 用 ヲ現 ス.「 カ ル チ ウ ム」量 ヲ正常

ノ1/2ニ 減 ジ タルLocke液 中 ニ 於 テ ハ「エ フエ ド リ ン」

ノ最 小有 效 量 ハ低 下 シテ0.0005%ト ナ リ(正 常Locke

液 中 ニテ ハ0.0005-0.0008%),少 量(0.005%ノ 如 キ)

ノ收 縮 作用 ハ增 強 シ,中 等 量(0.02-0.05%)ハ 正 常

Locke液 中 ニ ア リテ ハ甚 ダ顯 著 ナ ル收 縮 作 用 ヲ發 揮

ス ル ニ拘 ラズ,其 收 縮 作 用 ハ 著 シ ク減 弱 セ ラ レ,加 之

灌 流 ノ初 期 ニ於 テ 擴 張 現 象 ヲス ラ發 揮 スル ヲ認 ム.

「エ フエ ド リ ン」 ノ大 量(0.1-0 .3%)ニ ア リテ ハ初

期 血管 擴 張 ハ 一 層 著 明 トナ リ,次 デ現 ル ル血 管 ノ收

縮 ハ却 ツテ減 弱 ス.換 言 ス レバ 稀薄 「カル チ ウ ム」

Locke液 中 ニ ア リテ ハ「エ フエ ドリ ン」ハ 正 常Locke

液 中 ニ於 ケ ル モ ノニ比 シテ 數倍 高濃 度 ノモ ノニ相 當

ス ル現 象 ヲ發 揮 ス.即 チ 「カ ルチ ウ ム」 ノ滅 少 ハ「エ

フエ ド リン」 ノ血 管收 縮 及 ビ擴 張 何 レ ノ作用 ヲモ 増

強 セ シ ム ル モ ノナ ル ヲ知 レ リ.

尚ホLocke液 中 ノ 「カ ル チ ウム」含 量 ヲ正 常 ノ1/4

ニ 減 少 シ タル モ ノ ノ「エ フエ ド リ ン」作 用 ニ及 ボ ス影

響 ハ1/2ニ 減 少 シ タル 場 合 ト殆 ド差 異 ヲ示 サ ザ ル ヲ認

メ タ リ.

次 ニ濃 厚 「カ ル チ ウ ム」Locke液 中 ニ於 テ ハ 「エ

フエ ド リン」 ノ血 管 收 縮 作 用 減弱 シ,最 小有 效 量 ハ

0.001%ト ナ リ,少 量 ノ收 縮 作 用 ハ一 般 ニ減 弱 シ,其

中等 量 乃至 大 量(0.02-0.3%)ノ 作 用 ハ對 照 ニ比 シ

テ著 變 ナ キ モ,大 量 ニ テ時 時 表 ハ ル ル灌 流 初 期 ノ擴

張 ハ此 場 合 一層 屡 屡認 メラ ル.

又無 「カ ル チ ウム」Locke液 中 ニ於 テ ハ 「エ フエ ド

リ ン」 ノ血 管收 縮 作用 ハ 減退 シ最 小 有效 量 ハ0.0015

%ト ナ リ,少 量 ノ收 縮 作 用 ハ 減 弱 シ,其 中 等量 ノ收

縮 作用 ハ 減 弱 スル ノ ミナ ラズ,而 モ 灌流 ノ初 メニ 於

テ 擴 張 作 用 ヲ呈 ス.而 シテ 大 量 ノ「エ フエ ドリ ン」ニ

ア リテ ハ 初 期 ノ擴 張 ハ 對 照 ニ比 シテ 顯 著 トナ リ,之

ニ次 デ 表 ハ ル ル 收 縮 ハ 却 ツテ 減 弱 ス.即 チ 濃厚 「カ

ル チ ウム」Locke液 及 ビ無 「カ ル チ ウ ム」Locke液 ノ

場 合 ニハ 「エ フエ ドリ ン」ノ血 管收 縮 作 用 ハ 減 弱 ス.

然 レ ドモ 大 量 ノ血 管 擴 大 作 用 ハ 却 ツテ 著 明 トナ ル.

Ⅱ.　「ミ ドリ アチ ン」ヲ以 テセ ル實 驗

本 實 驗 ハ 前述 「エ フエ ド リン」ニ於 ケル ト全 ク同 樣

ノ方 法 ニテ 行 ヒ タル ヲ以 テ 其 記 録 ス ル ノ煩 雜 ヲ避 ケ

成績 ノ概 要 ヲ 總 括 的 ニ述 ベ ン トス.

正 常Locke液 中 ニ於 テ 「ミ ドリア チ ン」ハ0.0003-

0.0005%ニ テ初 メテ 血 管 收 縮 作 用 ヲ呈 シ,流 出 量 ハ

約15%ヲ 減 少 ス. 0.005-0.02%ノ 如 キ 中 等 量 ニテ

ハ 其 作 用 稍 稍著 明 ニ現 レ,流 出 量 ハ 原量 ノ1/4-1/6ニ

減 少 ス. 0.1-0.3%ノ 如 キ大 量 ニテ ハ 收 縮 作 用 甚 ダ

顯 著 ニ シテ 流 出 量 ハ1分 間僅 ニ數 滴 トナ リ,此 状態

ハ 長 ク持 續 シ,正 常Locke液 ニ交 換 灌 流 ス レバ正 常

ニ恢 復 スル ヲ詔 メ タ リ.

稀 薄 「カ ル チ ウ ム」Locke液 中 ニ於 テ ハ「ミ ド リア

チ ン」0.0003%ニ テ 初 メテ 血 管收 縮 作 用 ヲ發 揮 ス ル

ヲ常 トシ, 0.0005%ニ テ 流 出 量20-30%ヲ 減 少 シ,

 0.005%ノ 如 キ比 較 的 少 量 ノ收 縮 作 用 ヲ正 常Locke

液 中 ニ於 ケ ル同 量 ノ作 用 ト比 較 ス レ バ著 明 ニ增 強 セ

ルヲ觀 タ リ(第5圖A, B及 ビC參 照).然 レ ドモ

0.02-0.1%ノ 如 キ中 等 量 ヨ リ稍 稍大 量 ノ 「ミ ド リア

チ ン」 ノ作 用 ハ 正常Locke液 中 ニ於 ケル モ ノ ト殆 ド

差 異 ナ ク, 0.3%ノ 如 キ大 量 ノ作 用 モ亦 殆 ド差 異 ヲ

示 サ ザ ル ヲ普 通 トス レ ドモ,時 トシテ 其 作 用 却 ツテ

減 弱 セ ル モ ノ又 ハ 一 過 性 擴 張 ヲ呈 シ タ ル後 收 縮 ニ移

行 ス ル モ ノア ル ヲ觀 タ リ.

「カ ル チ ウ ム」量 ヲ正 常 ノ1/2ニ減 少 シ タルモ ノ ト1/4

ニナ セ ル モ ノ トノ間 ニハ 「ミ ドリア チ ン」作 用 ニ及 ボ

ス影 響 ニ認 メ 得ペ キ 差異 ヲ示 サ ザ リキ.
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第5圖　 家 兎 耳 殼 血 管 灌 流

濃 厚 「カ ル チウ ム」Locke液(「 カ ル チ ウ ム」量 正 常

ノ2倍)中 ニ於 テ「ミ ド リア チ ン」0.0003%ニ テ ハ 其

作 用 現 レ難 ク, 0.0005-0.001%ニ テ初 メテ 血 管 收 縮

作 用 發 現 シ,少 量 ヨ リ中 等 量(0.005-0.05%)ノ 作 用

ハ 正 常Locke液 中 ニ於 ケ ル作 用 強度 ヨ リモ弱 シ(第

6圖A, B及 ビC參 照).大 量(0.1-0.3%)ノ 血 管 作

用 ハ專 ラ收 縮 的 ニ シテ 強 カ ナ レ ドモ正 常Locke液 中

ニ於 ケ ル モ ノ ニ比 シテ特 ニ差異 ナ ク,時 トシテ 寧 ロ

減 弱 セル モ ノア リ.

第6圖　 家 兎 耳 殼 血 管 灌 流

「カ ル チ ウ ム」 量 ヲ正 常 ノ3-6倍 ニ增 加 セ ル モ ノ

ニ於 テ ハ 「ミ ド リア チ ン」ノ血 管 收縮 作 用 ハ更 ニ減 弱

セ ラ レ, 6倍 ニ セ ル モ ノニ於 ケ ル大 量 作用 ハ2倍 ニ

セ ル モ ノ ノ同 量 作用 ヨ リ弱 ク,正 常Locke液 中 ニ於

ケ ル モ ノヨ リ尚 ホ遙 ニ減 弱 セ リ.

無 「カ ル チ ウ ム」Locke液 中 ニ於 テ ハ 「ミ ドリア

チ ン」0.0005-0.0007%ニ テ ハ屡 屡無 作用 ノ コト ア

リ. 0.001%ニ テ初 メテ 確 實 ニ之 ヲ現 ス.比 較 的 少 量

(0.005%)及 ビ中 等 量(0.02-0.05%)ノ 血 管 收縮 作

用 ヲ正 常Locke液 中 ニ於 ケ ル同 量 ノ夫 レ ト比 較 ス レ
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バ強 度 弱 シ(第7圖A, B及%ビC參 照).「 ミ ド リア

チ ン」 ノ大 量(0.1-0.3%)ニ ア リテ ハ 血 管 ノ初 期 ノ

收 縮 作 用 甚 ダ 弱 ク,加 之0.3%ニ 於 テ ハ一 過 性初 期

ノ擴張 ヲ示 シタル後收縮ニ移行スルヲ認 メタリ(第

10圖G及 ビF參 照).

第7圖　 家 兎 耳 殼 血 管 灌 流

Ⅲ. 「ア ドレナ リン」ヲ以 テ セル實 驗

本 實 驗 ニ於 テ モ亦 成 績 ノ概 要 ヲ總 括 的 ニ記 述 セ ン

ト欲 ス.

正常Locke液 中 ニ於 テ 「ア ドル ナ リン」ハ0.000.001

-0.000.003%ノ 如 キ 微 量 ニ ラ 血 管 收 縮 作 用 ヲ呈 シ,

 0.000.01%ニ テ ハ 其作 用 稍 稍著 明 ニテ 流 出 量 ハ20-

30%ヲ 減 ズ.0.00005-0.0001%ニ テ ハ收 縮 作用 顯 著

ニ シテ1分 間 數 滴 トナ ル カ或 ハ 暫 時 流 出 杜 絶 シ,漸 次

作 用 消 退 シ20-30分 ニテ 自 然 恢 復 ス ル ヲ通 常 トセ リ

第8圖　 家 兎 耳 殼 血 管 灌 流
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稀 薄 「カ ル チ ウ ム」Locke液 中 ニ於 テ ハ 「ア ドル ナ

リ ン」作 用增 強 シ, 0.000.0003%ニ テ 已 ニ血 管 收縮 作

用 ヲ呈 シ タル モ ノア リ. 0.000001%ニ テ ハ 毎 常 明 カ

ニ流 出 量 ノ減 少 ヲ來 セ リ.「ア ド レナ リン」0 .00001%

ノ血 管 收 縮 作 用 ハ 正常Locke液 中 ニ 於 ケル 同 量 ノ夫

レ ヨ リモ 遙 ニ強 シ(第8圖A參 照).然 ル ニ「ア ドル

ナ リソ」 ノ稍 稍大 量(0.000.05%)ノ 作 用 ハ流 出 杜 絶

ス ル ガ如 ク顯 著 ナ ル コ トア レ ドモ,正 常Locke液 中

ニ於 ケル モ ノニ比 シテ特 ニ差 異 ヲ示 サ ズ(第8圖B

及 ビC參 照).

「カル チ ウ ム」量 ヲ正常Locke液 ノ1/2トナ シ タル場

合 ト1/4トナ セ ル場 合 トハ「ア ドレナ リン」作用 ニ認 メ

得 ベ キ影 響 ノ差 異 ヲ現 サザ リキ.

濃 厚 「カ ルチ ウ ム」Locke液 ニ於 テ「カル チ ウ ム」量

ヲ正 常 ノ2-3倍 トナ シ タル モ ノニ ア リテハ「ア ドル

ナ リン」0.000.005%ニ テ 初 メテ 血 管 收縮 作用 發 現 セ

リ. 0.00002-0.00005%ニ テ ハ 顯 著 ニ 其 作 用 ヲ現 セ

ドモ 正常Locke液 中 ニ於 ケル モ ノニ比 シテ 作用 強度

及 ピ其持 續 劣 レ リ(第9圖A及 ビB參 照).

第9圖　 家 兎 耳 殼 血 管 灌 流

「カ ル チ ウ ム」量 ヲ正 常 ノ4-6倍 トセ ル濃厚 「カ ル

チウ ム 」Locke液 中 ニ於 テ ハ 「ア ドレナ リン」 ノ血

管 收 縮 作 用 ハ 一 層 減 弱 セ ラ レ, 0,000.01%ニ テ ハ 作

用 發 現 不 定 ニ シテ0.000.05%ノ 如 キ大 量 ニテ モ正 常

Locke液 中 ニ於 ケ ル同 量 ノ作 用 ニ比 シテ著 シク 減 弱

セ ルヲ認 メ タ リ.

無 「カ ル チ ウ ム」Locke液 中 ニ於 テ モ 「ア ド レナ リ

ン」 ノ血 管 收 縮 作 用 ハ減 退 シ, 0.000.003-0.000.005

%ニ テ ハ 極 メテ 微 弱 ナ ル一 過 性 收 縮 ヲ呈 ス ル ニ過 ギ

ズ.「 ア ドレ ナ リン」 ノ中 等 量(0.000.02%)ノ 作 用

ヲ正 常Locke液 中 ニ於 ケ ル同 量 ノモ ノ ニ比 較 ス ル

ニ,強 度 ハ減 弱 シ,持 續 時 間 モ短 縮 セ リ(第10圖A,

 B及 ビC參 照).然 レ ドモ 「ア ドレ ナ リ ン」 ノ大量

(0.000.05-0.0001%)ニ ア リテハ 血 管 收 縮 作用 顯著

ニ シテ,流 出 殆 ド杜 絶 セ ン トシ,之 ヲ正 常Locke液

中 ニ於 ケル モ ノニ比 較 シテ 認 メ得 ペ キ差 異 ヲ示 サザ

リキ.
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第10圖　 家 兎 耳 殼 血 管 灌 流

總括 及 ビ考案

Ringer-Locke液 中 ノ「カルチウム」ヲ除 去ス レ バ血管 ニ對 シ擴張的 ニ作用 シ,「 カ ルチウム」

ヲ正常 ノ1/2-1/4ニ 減 少 シタル モノ及 ビ2倍 ニ增 量 シタル モノハ其 血管作用 ニ著 變 ヲ示 サズ.「カ

ル チウム」量 ヲ正常 ノ3-6倍 ニ增加 ス ル バ初期擴張 ノ後收縮作用 ヲ現 シ,此 際 「カ ルチウム」量

ヲ增 加 スル ニ從 ヒ初期擴張 ノ傾 向 ハ減 弱 シ,之 ニ次 グ收縮 作用 ハ增 強 ス.

「エフエ ドリン」,「 ミ ドリアチ ン」及 ビ「ア ドレナ リン」ハRinger-Locke液 中 ニ於 テ少 量 ヨ リ

大量 ニ至 ルマデ何 レモ血管收縮作用 ヲ示 シ,其 最 小閾價「エフエ ドリン」0.0005-0.0008%,「 ミ

ドリアチ ン」0.0003-0.0005%,「 ア ドレナ リン」0.000.001-0.000.003%ナ リ.然 レドモ「エ フエ

ドリン」ノ大量(0.1%ノ 如 キ)ハ 往 往,又 極 メテ大 量(0.3%ノ 如 キ)ハ 常 ニ初期 血管 ノ擴張 作

用 ヲ呈 シ,次 デ收縮 作用 ニ移行 ス.

Locke液 中 ノ「カル チウ ム」含量 ヲ1/4-1/2ニ 減 少 シタルモノニ於 テ,「 エ フエ ドリン」及 ビ「ミ

ドリアチ ン」ノ血管收縮 作用ハ「ア ドレナ リン」ノ作用 ト同樣增 強 セ ラレ,閾 價 ハ低下 シ,「 エ フ

エ ドリン」0.0005%,「 ミ ドリアチン」0.0003%,「 ア ドルナ リン」0.000.001%ニ テ作用 必發的 ト

ナル.而 モ之等3者 ノ比較 的少量 ノ血管作用 ハ正常Locke液 中 ニ於 ケルモノニ比 シ強度竝 ニ作

用 持續 大ナ リ.然 レ ドモ 「エフエ ドリン」及 ビ「ミ ドリアチ ン」ノ中等 量以上(0.02-0.3%)ノ

血管 作用 ハ「ア ドレナ リン」ノ夫 レト頗 ル趣 ヲ異 ニシ,「 ア ドレナ リン」ハ中等量 以上(0.000.02-

0.0001%)ニ 於 テハ榮養 液中 ノ 「カル チウ ム」減少 ニ ヨ リテ被 ムル影響 ハ殆 ド認 メ得 ザル程度 ナ

レドモ,「 エ フエ ドリン」ハ中等量 ニ於 テ血管收縮 作用顯 著 ニ減弱 セラルルノ ミナラズ,灌 流初
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期 ニ於 テ擴張作用 ヲ現 シ,其 大量 ハ初 期 ノ擴期作用,對 照 ノ不定 ナル ニ反 シ,必 發性 トナ リ,

極 メテ大量 ノ初期 擴張 ハ顯 著 ニ發現 ス.即 チ稀 薄「カルチウ ム」Locke液 中 ニ於 ケル「エフエ ド

リン」中等 量以上 ノ作用 ハ正常Locke液 中 ニ於 ケル モノニ比 シ,血 管收縮 作用 ハ減弱 シ,却 ツ

テ擴張作用 ヲ發 現 スル ニ至 ル.「 ミドリアチ ン」中等量 ノ作用 ハ正常Locke液 ニ於 ケルモノ ト大

差 ヲ示 サ ザ レドモ,其 大 量 ハ收縮作用減弱 シ,加 之屡 屡初 期擴張作用 ヲ示 ス コ トア リ.

曩 ニ余 ハ血管擴張作用 ニ關 スル研究 ヲ遂 グ,之 ハ主 トシテ血管擴張纎維 ノ興奮 ニ起因 スルモ

ノナ ラザル可 カラザ ルヲ主張 シ,「エ フエ ドリン」ハ該纎維 ニ對 スル親和力最 モ強 ク,「 ミドリア

チ ン」之 ニ次 ギ,「 ア ドレナ リン」最 モ微弱 ニ シテ,特 ニ 「ア ドレナ リン」ハ單獨 ニテハ毫 モ擴張

作用 ヲ現 ス コ トナク,「 ア トロ ピン」ノ大 量 ニテ催進纎 維 ヲ 麻痺 セシメタル場合等 ニ於 テノ ミ明

カ ニ其作 用 ヲ發揮 シ得 ルモノナル コ トヲ論述 セ リ.之 ニ徴 シテ上述成績 ヲ按 ズル ニ稀薄 「カル

チウム」Locke液 ハ血管收縮纎維 ノ興 奮性 ヲ亢進 セ シム ルノ ミナ ラズ,其 擴張纎維 ノ興奮性 ヲ

モ亢進 セシムル モノナル ヲ信 ゼシム.

Locke液 中 ノ 「カル チウム」ヲ2-3倍 ニ增 量 ス レバ 「エ フエ ドリン」,「 ミドリアチ ン」及 ビ

「ア ドレナ リン」ノ少量 ノ血管收縮 作用 ハ減 弱 セラ レ,閾 價 ハ 「エ フエ ドリン」ニテハ0.001%,

「ミ ドリアチ ン」ニテ ハ0.0005%,「 ア ドレナ リン」ニテハ0.000.005%ニ 上昇 ス.夫 等3物 質 ノ

中等量 ノ作用 ハ等 シク血管收縮 的 ニシテ,作 用強度正常Locke液 中 ニ於 ケ ルモノニ比 シ,「 エ

フエ ドリン」ニテハ大差 ナク,「 ミドリアチン」及 ビ「ア ドレナ リン」ニテハ稍 稍減弱 セラル.大

量 ニ於 テハ 「エ フエ ドリン」(0.1%)ノ 初 期擴張 作用 バ一層屡 屡發現 シ,「 ミ ドリアチ ン」ノ收縮

作用 ハ減 退 ノ傾 向 ヲ示 シ,初 期擴 張作用 ヲ現 ス コ ト全然 ナク,「 ア ドレナ リン」ハ作用 一般 ニ減

弱 ヲ示 ス.

「カル チウム」量 ヲ3-6倍 ニ增 加 ス レバ3物 質 ノ血管收縮 作用 バ一般 ニ益益 減弱 セラル.

本 成績 ヲ前述 ノ見解 ニ徴 ス レバ, Locke液 中 ノ「カルチウム」量 ヲ增 加 ス レバ血管收縮 及 ビ擴

張 兩纎 維就 中其收縮纎維 ノ興奮性 ヲ減退 セシムルモノナ リ ト推斷 スル コ トヲ得 ベ シ.即 チ3者

ノ閾 價 ハ稍 稍上昇 シ,大 量作 用 ニ於 テ「エ フエ ドリン」ハ血管擴 張纎維 ニ對 ス ル親和力 比較的 強

ク,爲 メニ收縮纎 維 ノ興 奮性減退 ニヨ リテ擴 張作用 ヲ發揮 シ易 ク,「 ミ ドリアチ ン」及 ビ「ア ド

レナ リン」ハ其親和 力弱 キガ爲 メ專 ラ減退 セル收縮作用 ノ ミヲ呈スルモ ノナ ルヲ思 ハ シム.

「カル チウム」ヲ缺 如 セルLocke液 中 ニ於 テハ「エフエ ドリン」,「 ミ ドリアチ ン」及 ビ「ア ドレ

ナ リン」ノ少量 ニ ヨノル血管 收縮 作用 ハ正常Locke液 中 ニ於 ケルモノ ヨリモ減弱 シ,最 小有效量

ハ 「エフエ ドリン」0.0015%,「 ミ ドリアチ ン」0.001%,「 ア ドレナリン」0.000.003-0.000.005%

トナル.中 等量 ニ於 テモ亦3者 共 ニ其作用 甚ダ シク減弱 シ,就 中「エフエ ドリン」ハ却 ツテ初 期

擴 張作用 ヲ示 ス ニ至 ル.大 量 ニ於 テハ血管收縮 作用 ハ一般 ニ減弱 シ,「 エ フエ ドリン」ニアリテ

ハ初期擴張作用 必發的 トナ リ且強 度 ニ發現 シ,「 ミ ドリアチ ン」ニア リテモ初期擴張作用 ヲ時 ニ

惹 起 スル ニ至ル.
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即 チ榮養液 中 ノ「カルチウム」ヲ全然除去 ス ルバ,夫 レヲ增 量 セシメタル場合 ト同樣 血管收縮

纎維 ノ興 奮性 ヲ減退 セ シムル モノナ リ ト推 定 セシム.且 「エフエ ドリン」及 ビ「ミ ドリアチン」ノ

擴張 作用 ノ發 現竝 ニ無 「カ ルチウム」Locke液 單 獨 ニテモ血 管擴 張的傾向 ヲ示 ス等 ノ事實 ヨリ

觀 ルバ,此 際 血管收縮纎 維 ノ興 奮性 ヲ減退 セ シムル ノ ミナラズ,他 方曩 ニ高橋 ガ摘出子宮 ニ於

ヶル實驗 ニヨ リテ主張 セ シガ如 ク其抑制纎維(此 場 合ハ擴張纎維)ノ 興奮性 ヲ亢進 セ シムル モ

ノナ リト解 セラル.

上 述 セル ガ如 ク「ア ドレナ リン」ハ榮養液 中 ノ「カルチウム」ヲ減量 スレバ其作用增 強 シ,增 量

或 ハ全然缺 如 ス レバ其作用減弱 ス.本 成績 ハ緒言 ニ述 ベタルLeites及 ビSchmidtノ 成 績 ト異

ナ リ, Hulse及 ビO'Connor, Trendelenburg,日 下 及 ビ富永 等 ノ夫 レト一致 セ リ.余 ハ「ア ドレ

ナ リン」 ノ他 夫 レ ト極 メテ近 似セル作用 ヲ有 スル「エフエ ドリン」及 ビ「ミ ドリアチ ン」ニ就テ研

究 ヲ遂 ゲ,榮 養 液中 ノ「カルチ ウム」ヲ減量 ス レバ血管收縮纎 維竝 ニ擴張纎 維 ノ興奮性 ヲ亢進 セ

シメ,增 量 ス レ バ其收縮纎維 ノ興 奮性 ヲ減 退 セシメ,又 「カ ルチウム」ヲ全 然缺如 ス レ バ收縮纎

維 ノ興奮 性 ヲ減 退 セ シムルノ ミナ ラズ他方擴張纎維 ノ興奮 性 ヲ亢進 セシムルモ ノナ リ トノ結論

ヲ得 タ リ.且 又 「エ フエ ドリン」,「 ミ ドリアチ ン」及 ビ「ア ドルナ リン」ハ何 レモ交 感神 經 毒 ナ

レ ドモ,其 擴張纎維 ニ對ス ル親 和力 ノ著 シキ差 異 ヲ有 シ,從 ヒテ夫等3物 質 ハ條件 ノ變遷 ニ伴

ヒ異 リタル作 用 ヲ發 現 スル モノナル コ トヲ明 カニ シ,曩 ノ余 ノ主張 ヲ一層確 實 ニスノルコ トヲ得

タ リ.

結 論

1.　 榮 養 液中 ノ「カル チウム」ヲ減量 ス レバ「エ フエ ドリン」,「 ミ ドリアチ ン」及 ビ「ア ドレナ

リン」ノ少 量 ノ血管收縮 作用 ハ增 強 セラ ル閾價 ハ低下 ス.中 等量 ニ於 テハ 「エフエ ドリン」ハ其

作用却 ツテ減弱 シ,且 初期擴張 ヲ示 スモ,「 ミドリアチ ン」及 ビ「ア ドレナ リン」ノ作用 ハ殆 ド差

異 ヲ現 サズ.大 量 ニテハ「エフエ ドリン」ノ初期擴張 作用顯 著 トナ リ,「 ミ ドリアチ ン」ハ收縮 作

用減弱 スル他初期擴張作用 ヲ時 時現 スニ至 ル.

2.　 榮 養 液中 ノ「カ ルチ ウム」ヲ增 量 ス レバ3物 質 ノ少量 ハ何 レモ血管收縮作用減弱 シ,閾 價

ハ增 大 ス.中 等 量 ニテハ3者 共 ニ依 然收縮 作用 ヲ示 シ,其 強度 ニ於 テ「エ フエ ドリン」ハ殆 ド差

異 ナケ レ ドモ,「 ミ ドリアチ ン」及 ビ「ア ドレナ リン」ハ共 ニ減弱 ヲ示 ス.大 量 ニテハ「エ フエ ド

リン」 ハ初期 血管擴張作用 ヲ發現 シ易 ク,「 ミドリアチ ン」及 ビ「ア ドレナ リン」バ一般 ニ收縮 作

用 ヲ減 弱 ス.

3.　 榮 養液 中 「カル チウ ム」ヲ全 ク除去 スレバ正常Locke液 中 ニ於 クル モノニ比 シテ血管 ハ

擴張 的 傾向 ヲ示 シ,上 記3物 質 ハ分量 ノ如何 ニ拘 ラズ收縮作用 ヲ顯 著 ニ減弱 シ,閾 價 ハ增 大 ス.

此 中「エ フエ ドリン」ハ中等 量 ニテ屡 屡初期擴張作用 テ呈 シ,大 量 ニテ ハ必 發的且顯著 ニ之 ヲ現

シ,「 ミ ドリアチ ン」モ亦大量 ニテ往 往初期擴張 ヲ呈 スル ニ至ル.
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4.　 以 上ノ成績 ニ據 リ,榮 養液中 ノ「カル チウム」ヲ減 量 ス レバ 血管收縮纎維竝 ニ擴張纎維 ノ

興 奮性 ヲ亢進 セシメ,「 カルチウ ム」ヲ增量 ス レ バ血管收縮 纎維 ノ興 奮性 ヲ減退 セシメ,又 「カ

ル チウム」 ヲ除 去ス レバ一方收縮纎 維 ノ興 奮性 ヲ減退 セ シムル ト同時 ニ,他 方血管擴張纎維 ノ

興 奮性 ヲ亢進 セ シムルモノ ト思考 セラル.

5.　 本 成 績 ニ ヨリ「エフエ ドリン」,「 ミ ドリアチ ン」及 ビ「ア ドレナ リン」ハ何 レモ等 シク交感

神 經毒 ニシテ血管收縮纎 維 ヲ侵襲 スル點 ニ於 テハ同樣 ナ レ ドモ,其 擴 張纎維 ニ對 スル親和 力ニ

於 テ程 度 ヲ異 ニ シ「エ フエ ドリン」最 モ強 ク,「 ミ ドリアチ ン」之 ニ亞 ギ,「 ア ドルナ リン」最 モ弱

キ コ トヲ此方面 ヨ リモ立證 シ得 テ,曩 ノ余 ノ見解 ヲ確認 スル コ トヲ得 タ リ.

本論交要旨ハ昭和6年4月 於第5囘 日本藥理學會講演28ニ 對 シ追加報告セ リ.
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